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園史の振 り返 りをとお して保育士に生 じる意識変化に関する考察
渡連祐三 (岡山大学大学院教育学研究科修士課程)
横松友義 (岡山大学大学院教育学研究科)
本研究では､第 1著者が所属する御南保育園の今 日に至るまでの歴史を明らかにし､その内容を所属
全保育士が振 り返ることをとお して生 じる意識変化について､自由記述の質問紙で調査 し考察 している｡
今日の御南保育園の保育は､関係 してきた園長や保育士達に子 ども達への深い愛情 と保育への強い情熱
があ り､それに外部の先生方の熱心な指導が加わった上での成果である｡その歴史を､保育士達が学び､
あるいは､学び直 し､共感的に理解することをとおして､保育士達の迷いは消え､現在の御南保育園の
保育への自信 と喜びが増 し､今まで以上に学び合える組織風土になっている｡保育士の主体性 と一体感
は強化され､これからの国の保育課程開発を強力に推進するための土台が形成されているといえる｡
キーワー ド:固史の振 り返 り､保育士､意識変化
I.研究の目的
2007年の保育所保育指針の主な改定内容として日､
これまでの ｢保育計画｣が ｢保育課程｣に改められ
ている｡これは､保育所全体で一貫性､体系性のあ
る保育実践を行うことや､組織的計画的に保育に取
り組むことが､期待されてのことである｡園での保
育の一貫性､体系性､組織性､計画性を従来以上に
重視しようとすれば､必然的に､園内での意思統一
は求められる｡したがって､各国で保育全体が検討
される機会は増え､各園内での共通の価値観を反映
した活動様式がより確立されていくことになる｡
この状況の変化に応 じながら適切に園の保育を
創造しようとする場合､一定の人間集団での共通の
価値観を反映した活動様式という意味での文化とい
う観点から各国の保育をとらえることが､大切であ
ると考えられる｡そして､園の保育の一貫性､体系
性､組織性､計画性を維持 しながらその質的向上を
目指そうとする場合､それぞれの園がその文化をよ
り豊かにしていくという観点から､保育課程を開発
していくことを重視 していく必要があると考えられ
る｡このように､国文化の質的向上を目指す方向で
保育課程を開発 していくことが重要であることは､
近年､大場2)や横松 3)によって主張されており､
妥当な考え方であるといえるのである｡
そこで､第 1筆者の渡連は､自らが所属する御南
保育園 (平成20年4月1日現在､定員120名)にお
いて､保育士集団が､園の歴史や保育論や課題や目
の前の子ども達を踏まえた上で､主体的により良い
保育実践を目指す中で､独自の国文化を創造するこ
とを目指 し､国文化創造アドバイザーである第2著
者の横松と協働 している｡
国文化創造ア ドバイザーという役割4)は､横松が
提唱したものである｡その基本的役割の一つは､園
の保育者等の信念と主体性を強化 していくための支
援である｡今一つは､保育者の主体的な保育実践研
究を育て発展させていくための支援である｡
本研究では､御南保育園の今日に至るまでの歴史
を明らかにし､所属保育士全員が､その内容を理解
することをとおして､一貫性､統一性を維持 しなが
ら､より主体的に保育課程開発を進めていける土台
が形成されることについて検証する｡ なお､保育者
が所属国の歴史を振 り返ることで生 じる意識変化を
保育課程開発という観点から考察する研究は､見出
すことはできなかった｡本研究は､保育課程開発研
究における新たな試みと位置づけることができる｡
ll.園史の明確化
1.収集資料
社会福祉法人橘会の御南保育園は､平成 14年に
橘今保育園 (以下､橘今園と呼ぶ)から分化した保
育園であり､その保育内容は､橘今園を基礎として
いる｡したがって､御南保育園の歴史を明らかにす
る上で､橘今園の歴史にも当然注目する必要がある｡
この部分については､平成元年刊行の 『橘今保育園
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新園舎落成記念誌』 5)と､記念誌刊行当時から平成
13年度まで橘今園の副園長であった硯御南保育園
園長からの聞き取 り内容とを資料とした｡そして､
御南保育園の歴史については､開園当時からの園長
及び副園長の記録と園の要覧と 『笑顔いっぱい岡山
っ子 岡山式カリキュラム』 6)と横松による園の保
育原理に関する研究を資料とした｡なお､聞き取 り
内容及び記録の中の公表されていない個人に関する
情報を本研究において取 り上げる場合､ご本人に了
承_していただいている｡
これから述べる園史の内容は､Ⅲの調査の際に全
保育士に振 り返ってもらっているものである｡
2.出発点としての橘今園の歴史
橘今園の創設者であ り財団法人橘会初代理事長
は､稲垣泰成である｡彼は､前述の記念誌の中で次
のように述べている｡｢私は､物心ついた時から日蓮
宗寺院の弟子となり､僧侶として成長 しました｡常々､
自分の修行と務めの他に､何か世の中の為になる仕
事をしたいと考えていました｡｣その彼が還暦を迎え
た年､次男の呂孝が学業を終えて帰郷 し保育事業へ
の夢を語る｡これが､保育園を始める契機となった｡
橘今国は､一般に保育園というものがまだ世間で
はそれほど評価されていなかった昭和 43年3月に､
次男の稲垣昌孝を施設長に､岡山市の今地区で産声
を上げる｡その道程は必ずしも平坦なものではなく､
保育園用地 (300坪)も初代理事長である稲垣泰成
が総て自己資金で購入した｡
①第 1期 :園誕生と保育方法の模索
当時の今地区は辺 り一面田園地帯で､その中に赤
い屋根の平屋の保育園を建てた｡開園当初は､園長
自らがマイクロバスを運転 して地域や周辺から子ど
もを集めた｡
しかし､当時保育園といえば託児をする場所､ま
たは恵まれない家庭の子どもが行 く場所というイメ
-ジが強 く､｢保育園には教育はない｣という認識が
市内では大多数であった｡ したがって､2歳～3歳
で入園してきても､5歳になると退園して幼稚園へ
入学するというケ-スがほとんどであった｡橘今国
も例外ではなく､最初の年､橘今園の卒園児はわず
か3名しかおらず､園長がその年の同学区の小学校
の授業参観へ行ってみると､ほとんどの 1年生が学
区内の公立幼稚園の卒園児であった｡また橘今園か
ら幼稚園へ転園していった子も多 くいた｡
そこで､固長と保母は､就学前まで保護者が安心
して預けることができ､かつ質の高い幼児期の教育
ができる保育園をつくろうと､｢より豊かな環境でよ
りよい保育を｣をテーマに､一致団結して以下のよ
うな図の目標を掲げた.
イ) しっかりと体を動かしてのびのびと園庭で遊
ぶ子ども
ロ) 戸外のあらゆる場所で四季を感 じることがで
きる圃 (マイクロバスをつかっての園外保育)
ハ) 鍵盤ハーモニカや鼓笛隊の活動
②第2期 :子どもの発想を引き出して子どもの主体
的な造形活動を生み出す保育の追求-井上明子
との出会いから-
昭和 50年､造形講師 ･井上明子との出会いをき
っかけに､保母が彼女の所属する大阪の幼椎園へ通
い実践をみて学ぶということをはじめる｡ 井上は､
著書 『幼児画の魅力ある導入』の中で､描画指導に
おける導入について次のように述べている｡7)｢子
どもの絵は､描かされるのではなく､子ども自ら描
くものでなくてはならない｡子どもの遊び (活動､
経験)から生まれた感動をその子なりに受け止め表
硯することから､子どもの主体的な動機で措 く絵は
生まれる｡ 感動をその子なりの表現にどのように結
びつけるかは､保育者の 『はたらきかけ』にかかっ
てくる｡そのはたらきかけとは､子どもの心をゆき
ぶる導入のことである｡｣｡
このころから､国の目標が ｢心身ともにたくまし
く､創意と工夫に富んだ夢のある子ども｣へと変化
している｡
井上の指導のもと､ダイナミックな造形活動と描
画活動がはじまる｡なかでも木工遊びはダイナミッ
クで､子ども達は登園してから昼過ぎまで共同製作
に無我夢中で取 り組んだ｡使用する材料も園長が2
時間かけて県北まで杉製材の切れ端をもらいにいっ
ていた｡
また､このころ岡山市私立保育園有志が合同で
｢育つ子ら｣造形展を岡山の高島屋で橘今国を含む
数園がリーダーシップをとって行った｡それと同時
に､井上を休日に岡山に招き､｢年齢発達に沿った造
形活動｣､｢子どもの絵の見方｣､｢材料 ･用具の使い
方｣という3つのテーマに沿って､保母の有志が研
修を行った｡
③第3期 :身体づ くりを通 して意欲 ･粘 り強さを育
てる保育の追求一和多美知子との出会いから一
昭和 54年､和多美知子と出会い､体育遊びの実
践を開始 し ｢鉄棒 ･縄 とぴ ･ボール遊び｣の活動が
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はじまった｡
和多は､昭和 30年代後半ごろから平成にかけて､
｢遊べない子ども｣｢極度の偏食｣｢アトピー性疾患｣
｢自閉的傾向｣｢低体温｣など､幾多の問題を単独､
または重複して持った子どもが､年を迫うにつれ激
増 してきた状況に危機感を抱 き､子どもを取 り巻 く
生活環境の変化や遊び集団と遊び場の変化､遊びそ
のものの質的変化について研究すると共に､自らの
40年に及ぶ実践記録を基に問題解決のための保育
方法について明らかにしている｡8)
昭和 59年､和多の研究論文に着日したNHKテ
レビが､橘今園で行われた鉄棒の実践の様子を取材
し､全国放送した｡その時の導入には食用蛙が使わ
れた｡食用蛙が､鉄棒からジャンプしたり､マット
をとび跳ねたりする様子に､子どもの心がかき立て
られ､表現 しはじめたことが印象的であった｡以下
に示すのはその模様を園の機関誌の記事にしたもの
である09)当時の橘今園が一つのモデルとして考え
ていたものである｡
｢ジイ!｣ライトは子供達を照らし､すでにカ
メラは回っていた｡裸になった仝園児が保育室に
集り､いよいよ鉄棒遊びの始まりである｡
｢今 日はね､とってもいい物を見つけてきたか
ら皆に見せてあげようね｡｣と声を掛けると､カー
ペットに包まれた水槽に子供達の視線は注がれた｡
｢一､二の三｣と言う子供達の掛け声と同時に､
五匹の食用蛙が部屋中を飛び跳ねてい く｡｢わ
あ !蛙だ｣室内は歓声に包まれ､子供達は､目を
輝かせながら蛙の動きをじっと見つめていたが､
われ先に飛び出して行き､蛙を両手でしっかりと
つかまえていた｡子倶達は驚きと興奮のあまり声
も出ない程であったが､｢ぼくが捕まえたんだぞ｣
と得意げであった｡｢クワ､クワ｣ と一匹の蛙が
鳴きだすと ｢先生､鉄棒 したいんじゃないの｣子
供達が言い始めた｡ 高鉄棒に蛙を乗せると､子供
達は ｢一 ･二 ･三 ･四-日日｣と大きな声で数を
数え始め､蛙から日を離そうとしない｡その時､
蛙がジャンプし､マットに飛び降りた｡
子供達の体はもううずうずし､自分で表現した
くてたまらなくなっていたのだろう｡ 名前が呼ば
れるとほとんどの子が ｢蛙になるよ｣と言って足
を大きく蹴 りあげてスピードを出し､逆上がり連
続回転をすると､次は跳び箱から自分が蛙である
かのように大きくジャンプし､どの子も自分の力
を精一杯出しきり､取 り組んでいた｡
一人で逆上が りが出来るようになる時期には
個人差があるが､子供達が積極的に挑む姿には個
人差は見られなかった｡子供達は遊びを終え満足
感で一杯｡とても生き生きとしていた｡朝降って
いた雨も午後から上が り､子供達ははだしで園庭
へでると､縄跳びや木登り､鉄棒遊びなど思う存
分好きな遊びを繰 り広げた｡取材班の方とも親し
くなり､得意な所を写 してと頼むチヤツカリさん
もいたようだ｡それから､いつものように職員が
集まり､和多先生を囲んで反省会を持ち､保育記
録をもとに個々の成長状況や今後の課題につい
て話し合った｡
午後四時｡朝からの取材 もようやく終わった｡
子供達が緊張せず伸び伸びと活発に動いてくれ
たことがうれしかった｡
④第4期 :体験を広げて感性を養う保育の追求一雄
大な自然の中での体験の重視一
昭和 57年度から雪山遊びがはじまった｡最初の
実施場所は岡山県大佐町であったが､翌年から恩原
高原スキー場に場所を変え､ソリすべ りや雪の造形､
かまくら作 りなどの雪をつかっての雪遊びがはじま
った｡
さらに､自然体験を増やそうと蒜山サマーキャン
プが昭和 61年からはじまった｡上蒜山の登山や満天
の星を眺めながらのキャンプファイヤー､ジャージ
ー午の牧場見学などを行い､宿泊は古民家を改造 し
た塩釜ロッジで行った｡まさに県北の夏山蒜山を心
ゆくまで楽しめる総合的な体験であるといえよう｡
こういった家庭生活ではなかなか実現できない貴重
な自然体験を通 じて子ども達は感性豊かに育ってい
ると感じられた｡
次に示す事例は､昭和 59年の恩原スキー場での
雪遊びのことを当時の機関誌の記事にしたものであ
る｡ 10)ここから､子ども達にその時期にしか味わえ
ない体験を何とかさせてあげたいと試行錯誤 し､実
現 しようとする園長と保母の保育に賭ける思いの強
さと園の持つエネルギ-の強さとを感じ取ることが
できる｡
子供は成長する過程で､｢集中力｣｢持続力｣｢忍
耐力｣｢創造力｣｢思考力｣｢判断力｣等を養う｡
その原点は､｢感動｣と ｢喜び｣である｡ そして
よりよい成長を期待するために､感動と喜びは大
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きく､深いものにこしたことはない｡
ところで､冬期保育に欠かせぬ自然の風物は雪
である｡ 雪国の子供達には珍 しいものではないが､
それでもテレビ等で雪の中で遊んでいる子供の様
子を見ていると楽 しそうである｡ いわんや､ほと
んど雪に緑のないような地域の子供達にとってめ
ったに手に触れることのできぬ雪はその機会を得
た時は､｢宝物｣であ り､機会を得ずに春を迎えて
しまえば ｢まぼろしの保育材料｣でもある｡(中略)
そこでこれまで幾度か子供 を存分に雪の中で
遊ばせることはできないものかと考えつづけて
きた｡岡山市内より夏期に海辺に行 くのとは異な
り､雪山に行 くには距離も長い｡最低三時間のバ
スの旅をしなければならない ｡ 時間のこと､場所
のこと､服装のこと､費用のこと､なかなかむず
かしい問題ばかりである｡ これまで岡山市の保育
園､幼椎園の園児が集団で雪山に行ったことがな
いというのもうなずかれることである｡
しかし､何とかして子僕を雪山への夢は増すば
かりである｡ スキー場が危険であるとすれば､雪
の積もった田畑の中でもよい｡県北の路上にバス
を止めて､田畑の中で遊べるだけでもよいと話を
したこともある｡
新見の千屋にしようか､日本原がよいか､蒜山
に行けば雪も多く､環境もいいはずだが遠すぎる｡
いろいろ話を聞いたり､考えたりしているうちに
十月になる｡やがて両国 (同財団法人内の橘今国
と橘上中野保育園-引用者注)で保育指導を受け
ている和多先生の紹介で大佐町の町立大佐保育
園の大井野分国がよいのではないかということ
になった｡
十月の下旬､現地の下見にい く｡(中略)例年
は十二月中旬から積雪があるとのこと､そこで一
応一月十日ごろがよいのではないかと話 しあう｡
日時は改めて連絡することにし帰途についた｡ 岡
山市内より現地までの所要時間は､バスで約三時
間余 りであろうか､園で職員､保護者の方々に日
時を話 し､了解を得て十日と決定する｡ さて､雪
あそぴの服装､用意する物等について話 し合いを
もつ ｡ その内､倉敷市の私立こぼと保育園が過去
三回雪あそびを経験 しているということを聞 く｡
参考になればと保育園を訪問する｡(中略)
大佐町長宛てに雪あそぴの要望書も送 り､当日
を待つのみになった｡だが例年ならば十二月も下
旬になるとかなり積雪のある大佐町大井野保育
園に､いっこうに降雪がない｡スキー場にさえ雪
がないのであるから､大佐にないのも当然である
とも思われる｡今年は異例の暖冬である｡一月十
日を延期 して十七日にする｡正月を迎える｡それ
からも暖冬日和の連続である｡(中略)子供達は､
今日か今日かと出発の日を待ちわびている｡つい
に二月七日､今年は大佐町保育図分園を変更 して､
恩原へ向かうことになった｡
朝七時､四歳五歳の子供達が嬉 しそうに登園し
てくる｡ 職員は各園五名ずつ十名が参加する｡保
育の補助 として雪山の経験のある保護者にも参
加 していただく｡今園より十名､上中野国より六
名である｡その内､お父さんは五名である｡雪あ
そぴは危険な面もあると思われるので､お母さん
とともに雪山に経験のあるお父さんの参加は貴
重である｡(中略)
七時三十分両国より別々に出発する｡車中では､
歌を歌ったり､しり取 りゲームを楽しむ｡津山 ド
ライブインで､両園が合流 し､二台同時に出発す
る｡ 津山を過ぎても山々に雪は見えない｡昨夜雨
が降ったためか道路はかなり濡れている｡ここか
ら先､これが雪に変わってくれていればと長いな
がら奥津に くると山の斜面のかすかに雪が見え
る｡新雪のようである｡ しばらく行 くと辺 りは一
面雪景色である｡もう歌も､ゲームも必要ではな
い｡ 雪景色が子供の要求の全てを満たしてくれる｡
目的地に近 くなる｡ 木々に積 もった雪が美 しい｡
樹氷のようである｡湖の横を通 り､白樺の木立を
見ながら､恩原ロッジへ到着｡十時四十分ごろで
あった｡
バスを降り､はじめて雪を踏みしめ控室に入る｡
ただちに食堂で食事をとる｡ ライスカレーである｡
朝食が早かったためか食欲は旺盛である｡十一時
三十分､いよいよスキー服に身を包んで雪あそび
である｡ 積雪は三十センチメー トル､まずは絶好
の環境条件というところ､到着早々下見に行って
くださった保護者の案内でスキー場の一画にあ
る小高い丘付近一帯で遊ぶ｡はじまったと思った
ら歓声が上がった｡丘の上のソリを持って登った
子供達がすべ りはじめたのである｡ 保護者の方や､
職員が要所に立ち見守っているので安心ではあ
るが､小高い丘といってもかなり､勾配がある｡
両国の子供達はいささか元気がよす ぎるように
思われる｡雪だるまも造った｡ その前で写真も写
した｡雪の家もできたO 頭を入れてもみた.午後
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二時､仝貝で丘の上に登り､それぞれソリですべ
って下る｡ 最後に今園と上中野園に分かれて雪合
戦をして楽しい雪あそびを終えた｡ 二時三十分で
ある｡服を脱ぐ､ズボンのおしりがやぶれている
ものがある｡ ソリなしで､すべったものたちであ
ろう｡ わずか三時間の問である｡ ソリの順番を待
っていたのではもの足 りなかったのであろう｡い
たしかたのないことである｡小休止をしてスキー
場を三時に出発する｡ 帰途の車中は疲れたのか静
かである｡六時過ぎバスはそれぞれの園に到着し
た｡予定より三十分早い到着である｡
⑤第 5期 :新園の完成 と歌のこだまする園の追求
一岡崎順子との出会いから一
開国当時は園の周りも田園地帯だったが､その後
の都市計画により区画整理事業地城になり､道路網
が整備され､見違えるような発展を遂げた｡ 住宅､
商店等の進出が著 しく､それらの状況と比例するよ
うに､入園希望者も急増 した｡受け入れ場の確保の
ために､増築も数度にわたり行うが､白蟻による国
の老朽化は激しく､行政との度重なる協議の結果､
地区における責務の重大さと､21世紀を支える子ど
も達のために､また子ども達の保育活動の充実を考
え､平成元年の新園舎全面改築に踏み切った｡その
過程で､保育思想も時代の移り変わりと共に､また
転換の節目にあたる時期に出会った人と共に変化 し
てきた｡
昭和 63年､財団法人橘会から分離 して社会福祉
法人橘会を設立し､平成元年､新園舎が落成し､定
員 150名で出発する｡ と同時に､｢うたうこと｣を中
心とした音楽活動への取 り組みがはじまった｡講師
は､岡山県立短期大学 (現岡山県立大学)の岡崎順
子である｡また､この頃から12月に音楽会を開催す
るようになり､年齢発達に沿った歌や合奏､オペレ
ッタなどを発表するようになった｡また､岡崎は､
保護者の合唱部を創立､指導するなど積極的に保育
園の音楽教育に携わっていた｡
この頃から､園前の広場で野菜やイモ､果樹の栽
培､観察が積極的にはじまった｡しかしその一方で､
乳児保育や延長保育､そして障害児保育などといっ
たElの示す保育への対応に追われるようになり､今
までのような室内でのダイナミックな造形活動は次
第に縮小 していった｡
⑥第6期 :外部講師の導入
平成5年より､夏季プールの水泳指導がはじまるo
講師は､文部科学大臣認定 C級水泳講師の平松美代
子である｡
平成8年､時代の流れから英語 ･硬筆などの習い
事が低年齢化する｡橘今園では年長児全員を対象に
無償で英語､翌年より硬筆の教室を園内で開講する｡
講師は､英語が通訳 ･翻訳を職業としている佐藤桂
子､硬筆は号 野上香囲 (和子)である｡いずれも
知識を習得することが日的ではなく､英語は異国の
文化に触れる､硬筆は正 しく美 しい文字に親しむの
が目的であったため､どの園児も無理なく参加する
ことができ､就学 した際の学業に村する不安感は大
きく軽減されたと考えられる｡
⑦総括
昭和 43年-平成8年までの橘今国の歴史を振 り
返ることで､以下のことが特徴として挙がってきた｡
イ) 和多や井上といった当時一流といわれる人々
から保母自らが学んでいこうとする姿勢がある｡
ロ) 様々な体験を通じて内側から強い力が生じて
くる子どもに育てることに保育の力点を置く傾
向がある｡
ハ) 新園舎完成の平成元年を大きな分岐点として､
保育制度の質的な変化が訪れる (保育の多様
化 ･延長保育の導入 ･乳児保育の促進 ･障害児
保育等)｡時代に適応 しようとする傾向の強まり
とダイナミックさの弱まりが考えられる｡
3.御南保育園開園時の状況
①御南保育園の開園時の経営及び保育計画
平成 14年4月 1日に､岡山市初の幼 ･保一体型
施設として､岡山市制南幼児教育センターが開国し
た｡その中の御南幼稚園は学校法人良明学園が､御
南保育園は社会福祉法人橘会が､市からそれぞれ土
地･建物を無償で借 り受け､経営を委託されている｡
御南保育園の定員は当初は 60名の予定であった
が､応募人数が多すぎたため､異例の90名に変更し
てから開園する｡ しかし､その翌年にも定員に対し
て倍以上の申し込みがあったため市との協議のうえ､
120名に増員して現在に至る｡御南保育園は､橘今
国での保育を基盤にして､岡山式カリキュラムを考
慮 して保育を展開した｡
｢岡山式カリキュラム｣は､岡山市が作成したも
ので､幼稚園教育要領と保育所保育指針を基本とし
ながら､岡山市における人づくりの重点である ｢自
然を愛し､人間を尊重する心豊かな子どもの育成｣
を目指して､幼稚園と保育固が積極的に交流を図り､
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幼児の発達に即して教育 ･保育を行っていくための
カリキュラムである｡平成 13年 6月､岡山市 ･岡山
市教育委員会が作成発表 したものである｡
②地域の概要
御南幼児教育センターのある御南学区は､岡山市
中心部より西南西へ約5kmの所にあり､急速に市街
化が進んでいる｡学区の中心を桃太郎伝説の笹ケ瀬
川が南北に流れており､その西方面にセンターと小
学校があり､東方面に中学校､養護学校､福祉の郷
があり､教育 ･福祉の街としての意識や関心が非常
に高い ｡
川の東方面はすでに区画整理が行われていて､か
っての農地には企業､マンション､住宅が立ち並び､
公園も多 く整備されている｡平成 10年には､笹が瀬
川を通る御南大橋が開通 し､通学路として親しまれ
ている｡このことから､川の西方面も急速に住宅化
が進んでいるが､まだ自然環境も残っており､笹ケ
備川や用水路には色々な生き物が住み､田畑もまだ
まだ見られる｡
③開園時のめざす子ども像 と保育目標
御南保育園の開園時から現在に至る ｢保育目標｣
は以下のとお りである｡
イ) 行き届いた養護と家庭的で安らぎのある環境
の下に子どもの欲求を満たし､生命の保持と情
緒の安定を図る｡
ロ) 基本的な生活習慣や態度を養い､健康な身体
と自立心を培う｡
ハ) 温かい人間関係の中で人への愛情 と信頼感
を育み､集団活動を通 して自主 ･自律 ･協調の
態度と道徳心の芽生えを培う｡
二) 身近な自然や社会などの体験を通 じて豊かな
心情と思考力を培う｡
ホ) 生活や遊びの中で言葉への興味や関心を育
て､聞く力 ･話す力を培うとともに言葉の感覚
を豊かに育てる｡
へ) 様々な体験を通 して表現活動を盛んにし､豊
かな感性や創造性の芽生えを培う｡
次に､御南幼児教育センターの開園時から現在に
至る ｢目指す子ども像｣を以下に示す｡
イ) 生き生きと活動する子ども
ロ) 自分で考え生活する子ども
ハ) 思いやりのある子ども
前述したように､これらはいずれも､岡山市初の
幼保一体型施設である御南幼児教育センターの開園
に先立って､岡山式カリキュラムに沿って定めた｢保
育目標｣であり､｢子ども像｣である｡
そのため内容としては､当時の幼稚園教育要領や
保育所保育指針をベースとしながら､幼椎圃 ･保育
園どちらも対応できる一般的で､ある程度の幅を持
たせたものとなっている｡しかしながら､この ｢保
育目標｣･｢目指す子ども像｣はかなり抽象的であり､
経験の浅い保育士や外部の人間から見て､その図が
本当に目指す保育思想や､具体的な活動内容を読み
取ることは非常に困難であると考えられる｡
4.波速和代園長の思いから生まれた新たな志向性
園長となった涯連は､開園を迎えるにあたって橘
今園での 30年以上にも及ぶ保育士としての経験か
ら以下のような思いを抱いていた｡
イ) 橘今国で積み重ねてきた伝統が､今では若い
保育士にとって重荷になっているのではないか｡
ロ) 伝統の生い立ちや歴史的背景､意味を正 しく
理解する間もなく､経験の浅い保育士が目標に
向けての日々の実践に追われるようになってい
る｡
ハ) 時代の変化から親の保育園に対する意識やニ
ーズも変化 し､また園児を取 り巻 く家族や社会
の子育て環境も変化してきている｡
そこで､渡連は､御南保育園開園を自身の保育の
原点に立ち返る好機と捉え､0歳児からの発達に即
した保育活動をもう一度探 り直したいと考えた｡乳
幼児期に培うべき ｢人格形成の基礎｣とは何か､乳
幼児期に育てておかねければならない｢身体｣と｢心
情､意欲､態度｣とは何か､年間を通して行われる
様々な保育活動のねらいと発達の連続性との関連は
どうか｡ こうした問いの積み重ねから､御南保育園
独自の保育論 ･保育計画 ･保育実践を確立 したいと
考えた｡
①園文化創造アドバイザーとの協働の開始
保育の見直しは､その一貫性､体系性､組織性､
計画性の重要さを意識 し､国文化創造ア ドバイザ
ー ･横松との協働により､｢国文化｣を確認すること
から始めた｡その理由としては､御南保育園は開園
時より岡山式カリキュラムを一部導入しており､保
育計画自体もそれを考慮 して作成 したものであった
ため園長の保育にかける思いと実際の保育計画との
整合性が十分にとれていなかったからである｡した
がって､まずは､園長の保育にかける思いとその考
え方を保育士集団が確認し､検討 した上で､岡山式
カリキュラムの内容についての独自のとらえ方を明
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らかにすることにした｡
国文化そのものを明らかにする作業は､横松を中
心に行った.現時点で､国の保育原理が明らかにな
っている｡
②御南保育園の保育の基本 ･中心的課題 ･目指す子
ども像の顕在化
顕在化した保育原理の中で､ここでは､保育の基
本､人格完成へ至るための基礎を培う上での保育の
中心的課題､目指す子ども像をあげる｡
●保育の基本
保育園は､家庭に代わる場である｡すべての保育
士は､すべての子どもに愛情を注ぎ､くつろげ､伸
び伸びとできる家庭的な雰囲気を創る必要がある｡
その中で､保育士は､子どもの思いを十分に受け止
め､満たしていく｡ また､子どもと共に活動 し､良
きモデルになる｡その中で､保育所保育指針の養護
と教育の目標を達成していく｡
●人格完成へ至るための基礎を培う上での保育の中
心的課題
イ) 表現 しきれる体力 ･気力を育てる｡
ロ) 自分で考えて生活を創っていく力をつける｡
ハ) 他を応援する､年下の子のために仕事をする
子に育てる｡
ニ) ｢ありがとう｣の心を育てる｡
ホ) 自然のサイクルの実感や自然に生かされてい
る感覚を育てる｡
へ) 自然の中で美しさやすばらしさや不思議さに
感動 したり心を動かしたりする感性(センスオ
ブワンダー)を育てる｡
I) 感動 したものを表現する心を育てる｡
チ) 保護者の方々と共に子ども達を育てたい｡
●目指す子ども像
御南保育園の目指す子ども像は､次のように表現
できる｡生きていく基礎 としての気力 ･体力が備わ
っている｡そして､自分で考えて生活を創ろうとす
る姿勢を持ち､その中で､自らを表現 しようとする｡
こうしたことを豊かに実現できるエネルギーをもた
らすものとして､人間は生かし合っている､自然に
生かされているという実感や信頼感を得ることがで
きる｡また､自然のすぼらしさに感動 したり自然の
不思議さに心を動かしたりする中で､自然から強い
エネルギーをもらえる感性を持っている｡こうした
性質を持つ子どもが目指す子ども像といえる｡
ll.国史の振り返りをとおして保育士に生じる意識
変化に関する調査
1.日的
御南保育園の保育士集団は､Ⅲにおいて明らかに
した固史を振 り返ることで､園の保育の目指してい
るところを理解 し､これからの御南保育園の保育を
より主体的に創造 していけると考えられる｡ たとえ
批判的な意識が生 じたとしても､それは発展の原動
力にすることができるものである｡ そのような考え
方から､国史を振 り返ることをとおして保育士集団
にどのような意識変化が生じるかを調査し､その保
育課程開発上の効果について検証する｡
2.方法
①対象
平成 20年4月1日現在､園長と副園長を除く御
南保育園に勤務している全ての保育士22名(保育に
かかわり､行政上も保育士として位置づいている看
護師及び短時間パートの保育士を含む)を調査の対
象とする｡
園長を対象から外 した理由は､次のとおりである｡
園長は御南保育園に異動するまでの約 30年間､橘今
園の保育に副園長として､もしくは主任保母として､
直接的にかかわり､園の保育を-から構築 してきた
人物であり､この御南保育園に関しては､立ち上げ
から今日に至るまでの経緯を知 り尽 くしている｡そ
して､園長として､今後の御南保育園の進むべき方
向性を見極め､運営管理全般を統括 し､職員集団全
体を包括 していく立場にある｡また､副園長は､本
研究の第 1著者の波速であり､客観性を保持する必
要があると考える｡そうしたことから対象外とした｡
②調査の内容と手続き
自由記述の質問紙を用いて調査する｡質問事項は
｢園の歴史のどういう所に関心をもったか｡｣と｢園
の歴史を振 り返ってどのように感 じたか｡｣の2点で
ある｡ なお､無記名であるが参考情報として保育士
経験年数を記入してもらうこととする｡
調査の実施手順については､筆者である渡連がこ
の調査の目的を対象となる保育士へ口頭で説明した
後､全員にⅢで明らかにした国史についての記述内
容を読んでもらう｡その後､用紙を渡し､各自が記
入したものを回収する｡
調査実施日は11月28日 (金)とし､用紙回収日
は翌週の月曜日とした｡
3.結果と考察
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まず､記述内容を同様なテーマごとに分類 し､そ
の-まとまりごとに要約的な概念をつけた｡その際､
例えば ト-する園長先生の情熱に感動 した｣のよう
な記述の場合､ ｢園の保育への情熱についての理解
深化｣と ｢先輩たちへの感動｣の内容が､含まれて
いるので､両方に位置づけた｡ここでは､記述者数
と記述例を述べた上で考察する｡なお､各人に了承
を得て､明らかな誤字については訂正 している｡
(∋今 日の保育に至るまでの歴史に関する理解深
化
18名｡ほとんどの保育士が､園の歴史を振 り返っ
たことにより､今日の国についての理解がより深ま
ったり､再確認できたりしたことを述べている｡(記
入例 1)｢橘今園の誕生となるきっかけから現在の御
南保育園が創立されるまでのことを詳 しく知る機会
がなかったので､初めて知るエピソー ドや､なるほ
ど-と思うことが多々あった｡ 多 くの人が携わり､
試行錯誤や模索を続けながら現在に至っているのだ
ということを改めて感 じた｡それは保護者や保育者
だけでなく､地域や行政も含め､子どものことを大
切に考えているさまざまな人との出会いから広がる
大きな温かい "和"が子ども達を包んでいるように
思える｡｣(記入例 2)｢私自身､当たり前のように御
南保育園の一員として毎日保育をしていますが､今
していること全てに並々ならぬ努力の歴史があり､
土台が築かれ､その上で保育をしているんだと改め
て感 じました｡当たり前のようにしていたことにも
歴史があって今に通 じているんだ､と深さを感 じる
-｡｣(記述例3)｢園の始まりから今までが-線上に
繋がっているということがなんとなくではあるけれ
ど現実的に感 じられた｡｣(記述例 4)｢私は､今回の
資料を読ませていただくまで､全 くといっていいほ
ど､園の歴史を知 りませんでした｡ --この季節に
はこんな行事があって､年長になると色々なレッス
ンをしてと､-原点にはこんな思いがあるのだと知
ることができ､これからの保育に対する私の思いも
違ってくると思う-｡｣
②園の保育理念 ･保育への情熱に関する理解深化
17名 ｡ 子どもが本物に触れることを求める､子ど
もの内から溢れ出るものを大切にする､子どもにと
って本当に大切なものを追究するという園の保育理
念と､子どものための保育への情熱についての記述
も多い｡各人が歴史の振 り返 りを通 じて保育の本質
についての理解を深める契機になったと考えられる｡
(記述例 1)｢橘今固の歴史においては､『家庭では
できないことをさせてやりたい』という信念､考え
のもとに様々な工夫や努力が積み重ねられてきたと
いう様に感 じた｡｣(記述例 2)｢園長先生をはじめ､
諸先生方の保育に対する思い､子どもに対する愛情
を深 く感 じました｡｣(記述例3)｢どの時期でも自然
体験などをとおして子ども達が体験する感動や喜び
が "本物'である｡井上先生 ･和多先生 ･岡崎先生
との出会いによっての保育活動においても､子ども
の内から溢れ出てくることを大切にしていること｡｣
(記述例 4)｢改めて子ども達にとって大切なものを
考えることができました｡私達大人とはまた違う豊
かな感性､または子どもならではの発想等､子ども
達だからできることをもっと大切にしていかなけれ
ばいけないと思いました｡｣
(吾人との出会いの大切さの理解
13名｡井上や和多や岡崎といった一流の保育研究
者との協同による研究により､保育が大きく充実 し
てきたことへの感謝の気持ちや､自身もこの園です
ばらしい先輩と出会えた喜びが､示されている｡(記
述例 1)｢今まで 『00先生』という名前や人は知っ
ていましたが､どのようにしてその先生方に出会っ
たのか､又､その出会いによって橘今園や御南保育
園がだんだんすぼらしい園になっていたのだな､と
思いました｡｣(記述例2)｢様々な人と出会えたこと
で今の保育があるのだと恩いました｡ その時に必要
な人がいたからこそ､子どもが成長できる環境がで
きたのだと思いました｡｣(記述例3)｢人生出会いは
とても大切だなと思いました｡私は､御南保育園で
たったの3年ですが､私の中ではこの先長い人生の
申すばらしい出会いです｡ 向上 していく国､その中
ですごい先輩との出会いも｡｣
(卦先輩たちへの感動 ･敬意
13名｡多 くの保育士が､過去の実践から先輩保育
士の信念の強さや､何 とか子ども達に豊かな体験を
させてやりたいとひたむきに努力する姿に感動と共
感を抱いたことが記述されている｡(記述例 1)｢子
どもの成長にふさわしい保育は人間にとっても必要
なものということ (基礎 ･基盤)｡決 して無理なこと
を求めてきているのではなく､人間が人間らしく生
きていくための力を培っていく保育であると感 じま
す｡根本を見失わず､迷わず､常に前向きであり続
ける園の魅力を感 じると共に､固の保育に全力を注
がれてきた先輩の先生方の情熱､エネルギーのすご
さに庄倒されました｡ やはり子どもを動かす (育て
る)のは人の熱い心が必要不可欠なのだと感 じまし
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た｡｣(記述例 2)｢一番印象に残ったのは､鉄棒の導
入に食用蛙を使っていたところです｡鉄棒の導入の
記憶 として残っているのはス トローを鉄棒に見立て
てそのス トローの真ん中に団栗坊やをつけて団栗が
転がるようにクルクル回して見せる､といったよう
なもので､･･･まさか本物の生き物を使 うとは､と驚
きました｡｣(記述例3)｢造形活動について書かれて
いる部分で､『なかでも木工遊びはダイナミックで､
子ども達は登園してから昼すぎまで無我夢中で取 り
組んだ｡』と書いてあり､そんな子ども達の姿を私 も
見てみたいと思いました｡ 時代に適応する大切さも
分かるけど､ダイナミックな造形活動や木登 りも子
ども達には必要だと思いました｡又､保育士の導入
の仕方がすごいと思いました｡ 鉄棒や跳び箱で食用
蛙を使用 している所 も子 どもを大切に思う気持ちが
すごく伝わってきました｡｣
⑤園史理解が大切であるという認識
7名｡歴史の振 り返 りが大切であると実感 してい
る記述内容がある｡(記述例 1)｢今回､この資料を
読ませてもらい､もっとはや く知っていたらと思 う
ことがたくさんあ りました｡日々の保育に､役立つ
こともたくさんありました｡(心の面からも)｣(記述
例 2)｢この園の歴史の振 り返 りは､橘今国について
あまりよく知らない私にとってはよい機会になりま
した｡先生方の熱い熱意が伝わってきて､まだまだ
保育士 として未熟な私に大 きな刺激となり-｡｣
(む自己反省 ･力不足の実感
7名｡(記述例 1)｢造形､運動など､見よう見ま
ねから始まり､園長をはじめ､色々な先生から伝え
られてきたが､自分の中でもう一度それらの言葉や
実践を組み直 して自分のものにするという作業が今
一つ足 りなかったように思う｡｣(記述例 2)｢これら
全てのことは子どものよりよい成長を心から願った
ものであり､その思いの強さは自分にはまだまだ足
りず､見習わなければならないと感 じた｡｣こうした
記述は､保育についての理解が深まったからこそ生
じるものと考えられ､今後の保育がより豊かになる
きっかけとして期待できる｡
⑦ 自己向上への意欲
6名｡(記述例 1)｢そこで実践 している保育士の
私達は､その奥深さに負けない専門性 と自覚が必要
であるということ｡ その為には日々の研鉾 と､疑問
に思ったことは皆でぶつけ合うことのできる環境が
大切-そして職員皆で保育を追求 してい く｡ 子 ども
達の為に-又･･･自分自身の為に-｣(記述例 2)｢自
分自身がこの歴史の一ページにどれだけ関わること
ができているか､又これからどれだけ足跡を少 しで
も残 していけるか､努力が求められると思います｡｣
保育実践向上へ向けての意欲 と共に､全員で保育を
盛 り上げていきたいという気持ちが述べ られている｡
また､自分 も園の保育に積極的に関わり､園の歴史
の中に存在を残せるように努力 したいという意識を
記述から見出すことができる｡
(む誇 り･喜び ･感謝
3名｡(記述例)｢初代理事長の 『何か世の中の為
にしたい』 という思いを受け継いだ園長先生の下で
保育に携わらせていただけていることに誇 りと名誉
を感 じます｡｣園で働いている喜びと感謝､そして園
長に対する尊敬の気持ちが表れているといえる｡
(卦園の考え方 ･情勢を共有することへの志向性
2名｡(記述例)｢時代の変化から園に対するニー
ズや子育て環境が変化 してきているのと同時に､私
達保育士 も年代により育ってきた環境や社会が変化
してきているので､受け止め方も様々で温度差があ
ることは仕方のないことです｡(例えば 『ダイナミッ
クに遊ぶ』 どの程度 ?など) しかし､一人ひとりが
それぞれの立場で園の保育方針や子 どもへの願いを
共通理解 し､それに向かって進んでい くことができ
ればいいな､と思いました｡｣園の課題や保育方針を
共通理解することを大切にしようとする気持ちが示
されている｡集団としての一体感を強めるきっかけ
として理解することができる｡
⑲仕事の責任の大 きさの実感
1名｡(記述例)｢人格形成の基礎 となる乳幼児期
にかかわっている責任の重みを感 じるが､自分にで
きることを精一杯やっていこうと思う｡｣責任の重さ
は理解 した上で､前向きに自分のできることを取 り
組もうとする姿勢が表れた記述であると理解できる｡
⑪総括
保育士が囲史を振 り返ることで様々な意識変化が
生 じている｡
まず､御南保育園の今 日に至るまでの歴史につい
て理解を深めたり再確認 したりしている保育士が､
7割を超える｡ 国の保育理念や保育への情熱につい
て理解を深めたり再確認 したりしている保育士も､
7割を超える｡ほとんどの保育士が､御南保育園の
｢保育の原点｣に立ち返っていると考えられる｡
次に､その中で､約 6割の保育士が､井上や和多
や岡崎といった外部の先生方､あるいは､先輩達 と
の出会いの大切さについて述べている｡ 同様に､約
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園史の振り返りをとおして保育士に生じる意識変化に関する考察
6割の保育士に､先輩や硯園長や硯理事長に対する
敬意の気持ちが生じている｡
さらに､自己反省 ･力不足の実感､自己向上への
意欲､国史理解が大切という認識が､それぞれ約3
割の保育士の記述に見られる｡ 誇り･感謝や仕事の
責任の大きさについての記述も見られる｡
最後に､御南保育園の今日に至るまでの歴史､そ
の過程での高い保育理念や保育にかける情熱の重要
さ､人との出会いの大切さ､これらの一つ以上に関
して､すべての保育士が触れている｡こうした内容
の理解は､今後の御南保育園の文化創造における信
念につながることと考えられる｡
JV.国史の振り返りが組織風土に与えた影響に関す
る考察
園史を理解し､それを踏まえて園の保育原理､目
指す子ども像を再確認することで､保育士集団に次
のような変化が生じた｡ まず､保育士一人ひとりの
表情から迷いや不安が消え､晴れ晴れとした明るい
雰囲気で保育に臨めるようになった｡このことは､
保育士一人ひとりが､自分達が日々実践 してきた保
育が御南保育園の目指す保育理念や保育への情熱か
ら生まれ､過去から現在に至るまで大事にされてき
ていることを確認でき､大きな自信と喜びを得るこ
とができたためと考えられる｡
組織的には､国史を全員が共通理解 したことで､
保育土間に共通の話題ができ､経験の浅い保育士が､
経験ある保育士から積極的に当時の様子について学
ぼうとする姿勢があらわれはじめた｡また､経験あ
る保育士は当時の様子を思い出すことで元気が湛り､
今まで以上に園全体が活気づくなど､保育士集団と
しての一体感が増し､今まで以上に保育士同士が互
いに刺激し合い､学び合える風通しの良い組織風土
が形成されていると考えられる｡
V.総括的考察
今日の御南保育園の保育は､園長や保育士達に子
ども達の健やかな育ちを想う深い愛情と国の保育-
の強い情熱があり､それに外部の先生方の熱心な指
導が加わった上での成果である｡その歴史を保育士
達が学び､あるいは､学び直し､共感的に理解する
ことをとおして､保育士達の迷いは消え､現在の御
南保育園の保育への自信と喜びが増 し､今まで以上
に学び合える組織風土になっている｡ 保育士の主体
性と一体感は強化され､これからの園の保育課程開
発を強力に推進するための土台が形成されていると
いえるのである｡
ー
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厚生労働省 『保育所保育指針解説書』フレーべ
ル館､2008年｡
2)大場幸夫 ｢保育所保育指針の改定について-20
07.9.15:NPO保育総合研究所 :総会 (報告)より
-｣ (『保育の実践と研究』Vol.12No.3､10-ll
ページ､2007年)と大場幸夫 『こどもの傍らに在
ることの意味 保育臨床論考』 (萌文書林､210-
211ページ､2007年)とを参照｡
3)横松友義 ｢保育者の主体的な保育実践研究を推
進する園文化創造アドバイザーに関する考察｣
『岡山大学大学院教育学研究科研究紀要』 第 13
9号､43-51ページ､2008年0
4)同上論文｡
5)橘今保育園 『橘今保育園新園舎落成記念誌』橘
今保育園､1989年｡
6)岡山市 ･岡山市教育委員会 『笑顔いっぱい岡山
っ子 岡山式カリキュラム』岡山市 ･岡山市教育
委員会､2001年｡
7)井上明子 『幼児画の魅力ある導入』すずき出版､
6-7ページ､1990年｡
8)和多美知子 『暮らしの中の子育て考』中央法規
出版株式会社､1992年参照｡
9)橘今保育園 『橘今保育園新園舎落成記念誌』橘
今保育園､35-36ペ-ジ､1989年｡
10)同上書､27-31ページ｡
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